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1 .序

第二次世界大戦後のユダヤ系アメリカ作家の中でも、 Sa叫 Bellowや Bemard

Malamudらが文壇に新風を吹き込んだ大きな要因のひとつは、ユダヤ系移民のデ

イアスポラ体験や移民体験、それらと結びつき、イディッシュ文学にも繰り返し

登場する愚かな失敗者〈シュレミール〉など、明らかにアメリカ的でない特徴に、

道徳性や精神性といった普遍的性質を表象させ、それらがアメリカ合衆国で欠け

ていたり、軽んじられていることを強調することで、逆説的にアメリカ的な作品

を生み出したことにある。

しかし、 2007年のNation誌でWilliamDeresiewiczが、“Duringthe three decades 

after World War II . . . [t]he old country was still企eshin memory， its accents and attitudes 

still potent in their hold over feeling and expression. Anti-Semitism was still pervasive， 

the Holocaust a recent event， Israel a so町 ceof unmitigated pride. . . . But over the pぉt

由民edecades， the dense particularity of American Jewish life has， outside the Orthodox 

community， largely disappeared."と概観しているように、第二次世界大戦から 30年

が過ぎた 1970年代に入ると、ユダヤ系アメリカ人の中産階級化が定着する。その

結果、それまでは社会的敗者でアウトサイダーだった Bellowや Malamudの主人

公達でさえ、次第にアメリカ社会の一員としての役目を担い始める。そして主人

公の社会的経済的状況が改善するにつれ、物質主義的なアメリカ社会との差異を

強調した彼らのユダヤ性も徐々に薄れゆく。

しかしここで薄れゆくユダヤ性は〈アメリカ的なもの〉と対置されるようなも

ので、 StuartHallが“NewE血nicities"において、“dominantnotion which connects it 

[e血nicity]to nation and ‘race' " (44η であり、単一で統合的なフレームワークで捉

えられてきた従来のエスニシティと分類するような種類のものである。 Hallはこ

ういう古いエスニシティに対し、現在では“apositive conception of血ee也nicityof 

也emar頭脳，ofthe periphery" (44η といった、個人個人で異なる形を取ってその人

の個性を形成している新しいエスニシティが生じていることに着目する。それは、
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“We are all， • . . ethnically located and our ethnic identities are crucial to our subjective 

sense ofwho we are." (447)と言えるような、個人の生い立ちゃ個性と結びつく多

様多彩なものであり、一見アメリカ社会に溶け込んで見える若いユダヤ系作家の

個人的特性にも見出し得るようなものである。

そこで本論では、ユダヤ性がその形をより普遍的な形に変化させながら若い世

代に受け継がれ、新しい文学表現を生み出している点を明らかにするため、二世

代目作家のBellowやMalamudよりも若く、 1980年以降特に活躍が目覚ましい三

世代田作家PaulAusterの処女長編小説、日eInvention 01 Solitude (1982)を題材に

論じる。特にこの作品に注目したのは、後のAusterの作家としての基本姿勢が明

確に示されている作品であるだけでなく、一方でユダヤ的習慣からの精神的隔た

りを繰り返し唱えながら、〈父一息子の関係〉など、伝統的なユダヤ的要素が積極

的に利用されているからである。従って、 Austerが伝統的なユダヤ性をどのよう

に変容させ、新しい文学表現としているか分析することで、作品の表題、〈孤独の

発明〉によってAusterがどのような作家を目指そうとしたのか、 Auster文学の神

髄に迫ることもできるだろう。

2.新しいユダヤ性と自己探究

BellowやMalamudが伝統的なユダ、ヤ文化やユダヤ人の移民体験、あるいはユダ

ヤ的習慣を、郷愁、や理想、を寵めて描いたのに対し、 Austerはユダヤ的題材を用い

ながらもそこに明白な距離を置こうとしているように見える。例えば、作品の前

半の“PO市aitof an Invisible Man"で、彼は父に連れて行かれたユダヤレストランで

の強い違和感を表明している。“1，who was being brought upぉ anAmerican boy， who 

knew less about my ancestors than 1 did about Hopalong Cassidy's h乱"(28)とし、う述

懐は、父が属していたユダヤの伝統よりも、アメリカの伝統である野球により大

きな共感を示す若いユダヤ世代の姿がユーモアを寵めて眺められている。

Ranen Omer-Sherman はAusterよりも年長のユダヤ系三世作家である PhilipRoth 

について、“Roth'snarratives presuppose由討 thereis no longer a住ulyJewish exile 

experience relevant to the circumstances of American Jewry. .…"(271)と、すでにRoth

にとっても貧しい移民体験が遠くなりつつあったことを指摘している。ただRoth

の場合、古い伝統や慣習が批判や抑撒の対象にされる一方で、依然ユダヤ的な道

徳性や思考に縛られていた。これに対し、 Ro由よりもさらに若いAusterは、ユダ

ヤ的な伝統や慣習に共感もないが反発も感じていない。事実、違和感をユーモア

を寵めて眺める心理的余裕は、両者の隠たりがRothの場合よりも一層大きいこと

を印象付けている。

作品の後半、 Austerが自身をA.として三人称で、眺め直す“百leBook of Memory" 
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においても、 A.はユダヤ民族にとって重要な宗教儀式を、卑近なアメリカ的体験

と重ねて笑いを引き出す。

In his Jewish childhood， A. can remember confusing the last words of也e

Passover Sedeζ ‘Next year in Jerusa1em，' with the ever-hopeful re企ainof 

disappointed fandom，‘Wait till next year， ，ぉifthe one were a commentary 

on the 0血er:to win the pennant was to enter the promised land. (117) 

過ぎ越しの祭りは新年祭についで、重要なユダヤの宗教行事である。それはユダヤ

の民がエジプトにおける奴隷の身から解放されたことを祝うものであると同時に、

荒野をさまようディアスポラ状態を記憶する祭りでもある。そして、祭りの最後、

来年こそはイスラエルで、会いましようという言葉には、何千年も異邦人として暮

らしてきたユダ、ヤの民が抱き続けた、祖国に対する深い思いが籍められている。

だが、 Austerはそれを最展のチームの優勝を願う、非常に卑近なアメリカ的体験

に重ねる。それによって生じる無邪気な笑いは、そこにユダヤの慣習やユダヤ人

への榔捻がないことを示す一方、 Austerにとって、ユダヤ的な習慣というのはそ

の程度の意味しかないということも表している。

しかし、逆説的ではあるが、伝記的要素を用いた作品において、たとえユーモ

ラスに隔絶を強調してはいてもユダヤの伝統に触れざるをえなかったことは、

Austerの育った環境にユダヤ的習慣が依然残っていたことを意味している。にも

かかわらず、そうしたユダヤの習慣との距離を強調し、彼が理解したり、気付い

ていたりしているユダヤ的な点に敢えて触れない。そこに、伝統的なユダヤ性を

解体し、自身の文学的目的にかなった新しいユダヤ性を作り出そうとする Auster

の文学的試みが窺える。そしてそれは、父方の祖母が、父方の祖父である夫を射

殺した事件とその影響の偏った描写で、は一層明白になる。

この事件についてAusterは、“Austerand his wife . . . had had trouble on several 

occasions over money. They had a1so q凶 rreledover血efact由民 Auster[illegible] 

丘iendlywi血ayoung woman know to血eW1島出‘Fanny.'" (37)と書かれた新聞記事

を紹介し、夫殺しの直接の原因が浮気や金銭トラブルという、エスニシティと無

関係のよくある出来事のように描く。だが祖母の告白とされる証言について、

“Since my grandmother spoke a1most no English， 1ぉsume血atthis statement， and all 

o出e四 at仕ibutedto he巳wasinvented by the問porter."(38)とし、う過程でさりげなく示

唆される、アメリカで英語もろくに話せない祖母の状況は、経済的にも精神的に

も孤立していた移民一世の典型的な体験である。アメリカにおける新参者の意識

が強かった時代のユダヤ作品であれば、夫の裏切りが殺人に結びつくほど彼女を
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精神的に追いつめた背景に、そうした移民事情を考慮したに違いない。だがAuster

は、むしろそうした連想を極力切り詰めている印象を与える。

同様にAusterは、この出来事の後、父の家族が他者から孤立した貧窮の生活の

中で家族の結束を強めたと語る。その結果、自転車を買おうとこつこつと貯めた

父の金を母親が容赦なく生活費に使ってしまったときも、“百1Iswas rule by caprice. 

F or a child， it meant也atthe sky could fall on top of him at any moment，血athe could 

never be sure ofanything." (50)と受け止められ、父があらゆるものに対して不信感

を抱くようになったとされる。そして、異常なほどの苔畜や物質的成功を尺度と

する父の価値観を、“away of making himself untouchable" (52・53)とし、不幸の不

在を保証する道具として金銭を重んじたからだと分析する。

このように、 Austerは彼の目に奇異に見える父の性格を、極めてありふれた家

庭内の事情で起きた事件に基づく、極めて個人的な反応として描き出す。しかし、

周囲からの孤立も、不意に降りかかる不幸も、身の安全の確保に金銭を重んじる

習慣も、これまでのユダヤ系作家の作品であれば、異民族支配の中で生きてきた

ユダヤ人のデ、イアスポラ体験と切り離せないものとして扱われたに違いない。実

際、彼の父がエジソンの会社に勤め始めたとき、ユダヤ人と分かった途端解雇さ

れたという言及からも明らかなように、父が若かった頃はあからさまな反ユダヤ

主義が依然通用しており、ユダヤ人固有の事情というものが少なからずあったは

ずである。それにもかかわらず、当時の社会状態や移民一世の片親に育てられる

ユダ、ヤ人的状況を無視し、現代のアメリカ的尺度で父の人格に普遍的分析を加え

ていることは、通常であれば、無理があるだけでなく、不自然でもあると見なせ

るだろう。 l

“PO出足tof an Invisible Man"において、 Austerは父の死をきっかけに、彼の存在

の希薄さに樗然とし、“IfIdo not act quickly， his entire life will vanish along wi也him."

(6)と、父について書くことの必要性を強く感じたと記す。だが、客観性を欠い

た分析を推し進める Austerの真意が、父の実像を描くことにあったとは到底考え

られない。むしろ、普遍的でアメリカ化されたAuster自身の視点を強調すること

で、彼は死によって存在が消えてしまいそうな父とは異なる、自分自身の生き方

を模索しているように見える。実際、父の姿を探し求める枠組みの中にそのよう

な自己探究が組み込まれていればこそ、越川芳明は『アメリカの彼方へ』におい

て、「すべての探求は自己探求であるJと述べると同時に、この作品が Austerに

とっての「存在証明の書J(190)であると断じているのである。そしてその存在

証明が作家で身を立てようとする姿勢と結びついていることから、 MichelContat 

はAusterとのインタビューで¥“Yougive birth to him (your father) by writing about 

him and at血esame time you give birth to yourself as a writer." (182)と感想、を述べて
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いるに違いない。

Austerは、 1979年 1月 15日に父親が死亡する直前、私生活においても、作家

活動にも行き詰まっていたことを、“1had run into a wall wi血mywork. 1 was blocked 

and miserable， my marriage was falling ap訂t.1 had no money. 1 w邸 finished."(53)と、

のちにAdamBegleyとのインタビューで、打ち明けている。従って、父の遺産によ

って著述に取り組む時間的余裕を得れたことや、同時期に結婚を解消して新たな

生活を始めたことで、彼は自分自身の内面を問い直し、生活を立て直そうとして

いたに違いない。その作業が TheInvention 01 So/itudeに投影されたのは自然なこ

とだ、っただろう。そして、自伝的要素に含まれるユダヤ的題材を用いながら、そ

れを反ユダヤ主義やユダヤの伝統から切り離し、父個人の責任に帰することで、

父の選択を普遍的な問題に還元し、それによって、表面的な交際を繰り広げなが

ら自己の殻に閉じこもった父の生き方とは真反対の、書くとしづ孤独な行為を通

して多くの人々に繋がろうとする、彼自身の理想を主張を為す基盤としたのであ

る。さらに、このようにユダヤ的題材をひとひねりして用いることで、彼は新し

いユダヤ系アメリカ人作家として、独自のユダヤ'性を展開することに成功したと

言える。

3.伝統的な〈父一息子の関係〉の解体と〈孤独の発明〉

父を描くにあたり Austerが用いた新しいユダヤ性は、伝統的なユダヤ移民のイ

メージや反ユダヤ主義に直接言及しないという、目に見えない間接的表現だけで

はない。もっと明確に伝統的なユダヤ性を意識させながら、それを解体し、独自

の世界観を表明する手法も大いに利用されている。その一例が、作品全体を貫く

基本構造に深く関わる〈父一息子の関係〉である。

例えばStephenFredmanが、“wi白inthe masculine genealogy of this text， all of A. 's 

hopes for regeneration訂e仕組sfeπedto his son." (29)と、この作品の基礎に男系の継

承があることを前提に作品を分析しているように、この作品には様々な男系の継

承が強調される。その一方で、女性が関わる継承はほとんど描かれていない。

Austerが“Iwぉ mymother's boy，組d1 lived in her orbit." (20)と主張するとおり、母

親の影響を強く受けて育ったのが事実で、あれば、この描き方には極めて作為的な

ものが感じられる。

もちろんAusterが母でなく、父親にこだわった背景には、 Contatとのインタビ

ューの中で、“Butmy mother doesn't really enter into the story. 1 never had problems 

叫也mymother; it's not a di伍cultyto be overcome." (183)と説明しているような、彼

と両親の聞に見られた固有の事情もあっただろう。しかし同様の偏った扱いは、

Austerの父親の場合にも見られるのである。というのも、父親の母親は、“Shew，出
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the matriarch， the absolute dictato巳theprime mover who stood at the center of the 

universe." (33)と描かれるほど、家族の絶対的支配者だった。だが、“Itwould be 

wrong to say， however，血athe was a mother's boy. He was too independent， had been too 

白llyindoctrinated into the ways ofmanhood by his brothers." (51)と、 Austerの父親は、

彼の母親ではなく、彼の父親の立場に取って代わった男兄弟に強く影響されてい

たことが明言されているからである。

Austerの母方の祖父母に対する扱いも同様で、祖母の姿はほとんど見えないの

に対し、祖父の死と彼についての思い出には何頁も割かれている。さらに、 Auster

自身の命の継承者としても、息子の存在が格段に大きい。この時期、彼が自分の

子供として息子を強く意識しているのは、まだ息子しかいなかったからで、子供

=息子、だ、ったと主張できるかもしれない。だが、彼の妹が生まれた当初、彼の

父が、“wi血hisdaughter， • • • it was somewhat easier for him" (24)と、息子に対する
ほど構えていないのは、継承者としての息子に対し父親として負う責任を娘に感

じる必要がなく、愛情の対象とするた、けで、よかったことを意味していないだろう

か。

このように、 Austerが伝統的なユダヤの(父一息子の関係〉につながるような、

父系の継承を強く意識していたことは明らかである。しかし、伝統的なユダヤの

(父一息子の関係〉では、父は息子に尊厳ある人間としての生き方を示す精神的指

導者の役割を果たすにも関わらず、 Austerの父親は息子にとって、作品前半の表

題が示すような“anInvisible Man" ~こすぎなかった。 Auster はまた、“Earliestmemory: 

his absence." (20)と、父親が精神的な意味で彼に何ももたらさなかったと断言す

る。作品後半の“官官Bookof Memory"で、彼が自身の姿を三人称のA.の行為とし

て客観的な視点から眺め、“Whenthe father dies， he writes， the son becomes his own 

fa出erand his own son." (81)と記すように、彼にとっての父の生き方の継承は、か

つての〈父一息子の関係〉のような、父の生き方を学び、それを次の世代に受け継

ぐ、直線的で単純なものとは異なっていた。息子は父から確かに命を受け継いで

はいるが、継承に値する生き方を与えられてはいないからである。その結果、息

子は父の死をきっかけに、継承すべき生き方の欠知を自覚し、自らそれを作り出

す自身の父となるとともに、それが未来に引き継がれるに値する生き方かどうか

検証する、自身の息子になる必要にも迫られるのである。

Austerが継承に値する生き方として選ぶのは、作家となることだ、った。彼に物

語の才があるのは、父や母方の祖父が長けていた物語の才を引き継いだものだっ

たかもしれない。しかし、彼は彼らの物語の才について語りながらも、彼らの物

語行為と自身の〈書く行為〉とを同一視することはない。というのも、父の真ら

しい物語は自身を他者から隠す嘘として機能していたし、“apoor Jewish boy on the 
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make" (119)で、あった母方の祖父も、“Inso doing， he managed to in:flate the world， to 

加mit into a more compelling and exotic place for himself." (119)と、物語の才で現実

から目を逸らせて夢を見ていたからである。このように、他者と心を交わらせる

ことも現実の実態を見据えることもなく、自身の内部へ後退してゆく心の在り方

を、 Austerは“solitary"と呼び、次のように定義する。

Solitary. But not in the sense of being alone. Not solitary in the way 

Thoreau was， for example， exiling himself in order to find out where he w.出;

not solitary in the way Jonah was， praying for deliverance in the belly ofthe 

whale. Solitary in the sense of retreat. In the sense of not having to see 

himself， ofnot having to see himselfbeing seen by anyone else. (16・17)

“soli旬ry"が他者と実際に交流しながら、内面において他者に背を向けるのに対

し、物理的にはひとりで、あっても、心が広く世界に通じるような状態を、 Auster

は“solitude"と呼ぶ。この言葉について彼は、 LarryMcCafferyとSindaGregoryとの

インタビューで、“1don't attach any negative connotations to it." (313)と述べた上で、

“you don't begin to understand your connection of others until you are alone. And the 

more intensely you are a1one， the more deeply you plunge in to a state of solitude， the 

more deeply you feel也atconnection." (315)と説明している。実際、“百leBook of 

Memoq"でも、A.は 1956年にパリで作曲家S.の極端に狭い部屋を訪れ、そこに“m

entire universe" (89)を見出し、“血einfinite possibilities of a limited space" (89)に感

動している。そして、ひとり部屋に閉じ寵もり、自己の内面を見つめながらもの

を書き、他者や外の世界と深く繋がる作家になること、言い換えれば価値ある

“soli卸de"を発明する者になることこそ、父親を存在薄い人間にした“soli旬ry"を乗

り越え、彼が残した物質的遺産を精神的価値を持つ遺産に変えて息子に伝えよう

とした、 Austerならではの生き方に他ならなかった。

伝統的なユダ、ヤの〈父一息子の関係)を連想させる父系の継承を意識させながら、

継承の不完全さによって伝統的なユダヤ性と距離を置くことで、 Austerはユダヤ

的背景を持つアメリカ作家として、自己の体験を通して広く、深く、他者や現実

と繋がってゆく作品を作り出そうとする。そして、後半の“官leBook of Memory" 

で用いる題材や引用では、ユダ、ヤ的なものと非ユダヤ的なものを明白なほど意図

的に織り交ぜ、ユダヤや非ユダヤといった枠を故意に取り去る。同様に、自身の

継承に男系を選びながらも、作品の最後近く、“hopelessness"(156)の状態に閉じ

こめられたときの慰めとして、 "theimage ofhis son. And notjust his son， but any son， 

any daughter， any child of any man or woman." (156)と、未来を引き受けるすべての
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子供に意識を広げ、作家Austerが伝統的なユダヤの枠を超えた作家であることを

印象付けようとする。

ただ、無限の広がりを持つ世界と他者へ繋がってゆく意設は、“soli卸de"の中で

自身と向き合い、(記憶〉という、彼の出自のユダヤに関わる体験を通過して初め

て獲得される。 DennisBaroneがPaulAusterに関する最初の本格的な批評集の前書

きで、“Itis interesting to note血atwhile Auster does not provide an explicit cen住alityfor 

Judaism in his work， the Jewish回 ditionis ever present" (23)と、彼のポストモダン的

性格がユダヤの伝統と深く結びついている点を指摘するのも、彼の作家活動がユ

ダヤ系アメリカ人という彼の存在に基づき、その出自は無視できないからに違い

ない。そして、このような“soli加de"の発明の結果もたらされた Auster独自の新

しい生き方や書き方が、父や祖父のユダヤ体験や伝統を新しい世界と時代に合わ

せながら形を変えて受け継ぐ側面を持ち合わせているが故に、彼を単なるアメリ

カ作家として論じれば見失ってしまう彼の新しいユダヤ性が、彼の作品を論じる

上で重要なのである。

4.新しいユダヤ性とアメリカ的資質

Derek RubinはAusterがアメリカ化しているとはいえ、作品にはユダ、ヤ人のデ

イアスポラ体験に通じる、“thecharacteristically Jewish trait oflonging， ofyeaming， of 

‘hunger'" (61)があることを指摘する。そして、それが“particularlyJewish" (68)で

あっても“notexclusive to血eJews." (68)であり、“alsofound in the American attitude 

toward fmancial success." (68)であるが故に、 Austerは典型的なアメリカ的性格も

帯びるのだと主張する。 HenryBialが最近のユダヤ系アメリカ作家や演出家によ

る演劇について、“Q凶旬企equently，what a spectator identifiesぉ Jewishness is 

equivocal， affective， and not exclusively Jewish." (18)と指摘するように、 2Austerの

ユダヤ性にもアメリカ的特徴と重なるものが少なからずあることは事実である。

そしてこのような特徴には、 Bialがユダヤ性として認識するか否かは受け取り手

の側にかかっていると見なすような、敢えてユダヤ性と分類しなくとも作品解釈

に大きな影響を及ぼさないようなものもある。

反面、本論で示そうとしてきたように、 Austerのユダ、ヤ性には、ユダヤ的性質

を正確に捉えることが作品を評価する上で不可欠な場合もある。特に、“soli旬de"

において自分自身の内面を掘り下げながら外の世界と繋がることを作家姿勢の基

本としている Austerは、 Hallが古いエスニシティと見なすような、民族的伝統や

歴史に結びつくユダヤ性を積極的に取り込む。そのうえで、彼はそうした伝統的

ユダヤ性を解体し、 Hallが新しいエスニシティと呼ぶような、彼個人の生き方と

結びついた独特の表現に変化させている。しかも、そのポストモダン的脱構築に、
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現代ユダヤ系アメリカ作家としてのAusterの独自性と芸術性が見事なまでに昇華

しているのである。

例えば、 Austerは移民体験が色濃く残る父という人物を題材にしながら、同時

代のユダヤ人体験や反ユダヤ主義といった客観的情報を充分に与えないことで、

見えない人間としての父親像を鮮明に描き出した。また、(父一息子の関係〉を意

識させながら、継承される伝統の不在によって、拠り所を失った現代人の姿と、

彼らが背負う、自身の価値観を確立し、継承されるに値する生き方を生み出す必

要性を明らかにした。これらの描写には、 1970年代のアメリカ人の思考や行動に

大きな影響をもたらしたポストモダニズムを論じたJean-FrancoisLyotardが、その

大きな特徴として掲げる脱正当化 (97)や不安定さ(138)が前景化されており、

ユダヤ的題材を用いながらユダヤの枠を超えた概念を表現するAusterの著作姿勢

を鮮明に示している。

もっともWilliamDowは、“Austerhas extended the posむnodemisttopos to include 

血epower of contingency in his narrative emphasis on ambiguity and coincidence" (52) 

と、 Austerのポストモダニスト的性格を肯定しながらも、“IfJean-Francois Lyotard 

is right in concluding the ‘enlightenment' values (加地，progress，virtue， homogeneity) are 

no longer applicable in a postmodem epoch， Invention， in its reflection on也ehuman 

condition and emphasis on the ethical component of the intellect， is at once a 

postmodernist extension and con仕avention."(52)と、 TheInvention 01 Solitude ~こは

Lyotardが規定したようなポストモダニズムからは排除された知的倫理が含まれ

ていることを指摘する。ひょっとしたら、このような知的倫理は、聖書の民であ

るユダ、ヤ人の民族性と見なされてよいようなものかもしれない。従って、 Auster

はポストモダニズムの枠にさえ縛られず、そこに伝統的なユダヤ性を織り込むこ

とで、その枠さえ超えていると主張することも可能だろう。反面、「現代文化の根

源的な流動性のもと、対象領域を狭く限定したり、固定化したりせず、どこまで

意識的にジャンルや境界線を〈侵犯〉し、(越境〉することができるかJ(275)こ

そポストモダン現象だと見なす小林憲このような批評家の観点からすれば、

Austerのこの随意性こそ、典型的なポストモダニズム的姿勢と見なされるのかも

しれない。

しかし、ここでもっとも重要なことは、伝統的なユダヤ性で、あれポストモダニ

ズムであれ、 Austerが自在に解体し、何で、あれひとつの枠組みに留まろうとしな

いことだろう。それをエスニシティの観点から考えるとき、ディヴィッド・ A ・

ホリンガー(DavidA. Holinger) が『ポストエスニック・アメリカ~ (Postethnic 

America)で為している主張が思い出される。彼は、現代では「固定したもの、与

えられたものという含みがあるJ(22)アイデンティティよりも、「与えられるも
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のではなく自発的であることを好み、多数のアイデンティティを持つことを評価

し、範囲の広い共同体を推進し、構築物としての民族人種集団の性質を認識し、

新しい集団の形成を民主的社会の通常のできごととして受け入れるJ(20) r帰属
(アフィリエーション)Jが重要となっており、そのような帰属が多数存在するの

が現在のアメリカ人の姿だと分析する。彼はアメリカにおける多民族問の格差や、

彼らと主たるグループとの乳撲を充分に考慮してお包ず、理想論に傾きがちだが、

彼自身が属するユダ、ヤ系アメリカ人の現状としては無視できないものがあるよう

に思える。というのも、AusterがMarkIrwinと行ったインタビューにおいて、Ir叫n

が“Bo血JohnAshbery and Marshall McLuhan have said血atp訂tof the American-ness 

ofpoe町 andthe novel is ‘to let everything in'出 opposedto the more European notion 

‘to con仕01it. '" (334)とアメリカ的な性格とヨーロッパ的な性格とを区別したとき、

Austerは、“1think血at'sbeen the great glory of American writing，ぉ opposedto， say， 

European writing: the fact白瓜we'veallowed things in. . . .1 feel th瓜1want to stay open 

to every血ing，也前there'snothing白atcan't be an influence." (334)と手放しで同意し

ているからである。 Austerはある意味、ホリンガーが思い描いたくポストエスニ

シティ〉をもっともよく体現するアメリカ作家と言えるかもしれない。 3

作品の後半部分の“TheBook of Memory"で、 Austerは雑多と見えるほど幅広い

要素を取り込んでいる。そこには、グローパリゼーションが進む現代、国際的な

影響を積極的に取り込み、その一方でどの枠組みにも限定されず、自在に行き来

することで、広く世界に通じる自由な内面をー“soli卸de"を一作り出そうとする、

Austerならではの姿勢が如実に表れている。そして、その独自の姿勢でもって伝

統的なユダヤ性は新しいユダヤ性に作り替えられ、新しいアメリカ作家Austerを

形成する重要な役目を果たしているのである。

注

1父方の祖母は夫殺しについて最終的に無罪になる。これについて、

“Attorney Baker's opening remarks were calculated to draw every possible 

ounce of sympathy企'Omthe jury" (45)と、 Austerは弁護士の雄弁によるものの

ように書き進めてゆく。だが、この事件を扱った新聞記事についての Austerの

最初のコメントは、“Theyare a mixture of scandal-mongering and 

sentimentality， heightened by the fact that the people involved were Jews -

and therefore strange， almost by definition -which gives the whole account a 

leering， condescending tone." (3ω であり、キリスト教徒が関わらないこの事件

が軽視されていた可能性がある。すなわち、ユダヤ人同士の事件で、あったことで、

一般アメリカ市民にとっては重要ではないし、理解もできない風変わりな出来事
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と見なされ、そうした反ユダヤ主義的な見方が幸いして、温情的判決が下された

可能性も充分考えられるのである。そして、その可能性を狭滑に灰めかしながら

も、Austerは裁判を有利に進めるための通常の条件である弁護士の有能さの方を

強調する描写を行っているのである。

2このようにな叩'P/ementa/to the dominant or gentile reading." (17)であるユダ

ヤ性を、“caughtbetween loyalty to the black communi句，and the compromises necessary 

to succeed in a white-dominated society." (16)の“doubleconscIousness"と対比させ、

Bial は“doublecoding"と名付けている。

3 駒沢敏器は WSwitch~ に掲載されたインタビューで、 PaulAuster がフランス

文学に強い影響を受けている点を指摘し、彼に「国籍離脱者Jのような気がして

いなし、かと問うている。これに対しAusterは、「僕は隅の隅までアメリカンです。

生まれ育った祖国からは、切り離し難い影響を受けているJ(107)と断言する。

そして、駒沢が「あなたの場合は、アメリカとの距離が遠くはありませんかJ(107) 

と重ねて聞くと、「しかし僕の本の背景は、いつだ、ってアメリカですよ! 何か他

のことを書いたことがありましたか?J (107)と、あくまでアメリカ作家である

ことを強調する。ここにも、彼の用いる多様な要素がアメリカ的作品を作り出す

のに不可欠なものと見なされていたことが窺える。
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